
                                           

2022 年 10 月 11 日 

各 位 

会 社 名  株 式 会 社 ク ル ー バ ー 

代 表 者 名  代表取締役社長   石田   誠 

 (コード番号：7134  東証ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ市場)  

問 合 せ 先  上席執行役員管理本部長 大口 智文 

 (TEL 045-988-5777) 

 

2023 年３月期 第１四半期決算発表後の質疑応答について② 

 

前回 2022 年９月９日発表の質疑応答集に続いて、2022 年８月 12 日発表の 2023 年３月期第１四半期

決算に関して機関投資家の皆様より多く寄せられた質問とそれに対する当社の回答を、下記の通り開示

いたします。  

なお、ご理解いただきやすいよう、一部内容の加筆・修正を行っております。 

今後も、投資家の皆様へ適宜情報提供を行ってまいります。 

 

 

質問１．アップガレージ店舗売上の EC 売上比率を教えてください。  

店舗売上のうち 20％～25％の間で調整しています。EC 売上の比率は増やすことも可能ですが、EC 販

売による大幅な店舗在庫の減少を防ぐことで、店舗の魅力、来店客数の増加を図っております。店舗への

来店客数の増加は、商品買取（仕入れ）にプラスとなるため、EC 売上比率は意図的に調整しています。 

 

 

質問２．アップガレージ新規出店の進捗を教えてください。 

 第１四半期にフランチャイズ店５店舗と多く出店いたしました。年間計画としては順調に進捗してい

ます。 

 アップガレージは、新規出店コストを極力抑え、初期費用を早期回収するビジネスモデルのため、居ぬ

き物件での出店をしております。そのため、物件の状況によって、月ごとで出店計画の増減が多少ござい

ます。 

 

 

質問 3．ネクサスジャパンの粗利率が減少したのはなぜでしょうか？ 

 上海ロックダウンの影響により、従来の仕入れ先のタイヤメーカーから、一時的に他社に変更したた

め、前年同期に比べ粗利率が低下しました。現在は、従来のタイヤメーカーに戻っており、粗利率も回復

しております。 



質問４．円安・資源高の影響はございますか？ 

 間接的には、光熱費、輸送費等の価格上昇の影響を受けますが、アップガレージにおいては、リユース

事業のため直接的な影響はございません。 

ネクサスジャパンにおいては、仕入れ価格上昇等の影響を受けますので、適宜増加コストの価格転嫁を

しています。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


